


・はじめに、上期の決算概要についてご報告いたします。 ・売上高は、ヨーグルトや業務用食品が好調に推移したことに加え、　
　連結子会社の増収が寄与し、増収となりました。

・利益面では、原材料価格の上昇など、厳しい経営環境にありました　
　が、製造経費の合理化を中心としたローコストオペレーション、販　
　売促進費の削減などにより、営業利益、経常利益とも僅かながら増　
　益となりました。

・一方、四半期純利益につきましては、工場統廃合の減損損失を特別　
　損失に計上し、減益となりましたが、こちらは期初計画通りの進捗　
　でございます。



・単体での商品分野別・主要商品の売上実績です。

・強化育成分野では、ヨーグルト、チルドカップ飲料が好調に推移し　
　ました。チーズはモッツァレラチーズを中心とした国産ナチュラル　
　チーズは好調に推移しましたが、スライスチーズの不振もあり、全　
　体では減収となりました。

・機能素材・健康食品は、全体では減収でしたが、菌体粉末の販売は　
　順調に推移しました。

・また、利益額拡大分野では、業務用食品が前年を上回りましたが、　
　その他商品群は減収となっております。

・利益率改善分野においては売上は前年を下回っておりますが、各商　
　品群毎に効率化を進めております。

・以上により、単体の売上高は2,346億円と、前年を僅かに下回りまし　
　た。

・なお、左下に主力ブランドの販売状況を記しております。昨今CVSの　
　カウンターコーヒー市場が賑わっておりますが、マウントレーニア　
　は順調に売上を伸ばしております。

・シェアの状況です。



・連結子会社の状況です。

・子会社全体では、連結消去前の単純合計とはなりますが、前同比4％　
　増となりました。流動食事業を展開するクリニコ、ドイツにある乳　
　原料の製造販売会社であるミライ社は、グループとしても特に注力　
　をしているところであり、順調に拡大をしております。

・また、食品プラントの建設事業などを展開する森永エンジニアリン　
　グ、飼料販売を行う森永酪農販売などの増収も寄与いたしました。

・上期の経常利益ベースでの増減益を示したものです。括弧内は期初　
　の計画となります。

・原材料・エネルギー価格の上昇および7月に決定した原料乳価格上昇　
　といった原料面でのコスト増の影響、また、プロダクトミックスが　
　計画を下回りました。

・一方、販売促進費の削減は、計画を上回る進捗となっております。

・さらに、受取配当金の増加や支払利息の減少により、金融収支がプ　
　ラスに働きました。

・特記事項として、青いラインの上から4つ目、有形固定資産の減価償　
　却方法変更および赤いラインの一番下、不動産事業収入減少がござ　
　います。まず、減価償却方法の変更ですが、今期より、有形固定資　
　産の償却を定率法から定額法に変更しております。上期で8億円、年　
　間で16億円の利益増を見込んでおります。

・また、不動産事業収入の減少につきましては、当森永プラザビルに　
　係る家賃収入が減少したことにより、上期で6億円、年間で14億円　　
　の利益減となる見込みです。

・以上、経常利益では計画に対し1億円、前年に対し3億円の増益とな　
　りました。



・続いて、通期の業績見通しについてご説明いたします。 ・こちらは通期の損益の計画です。期初の計画から変更はございません。
　売上高5,980億円、経常利益120億円を計画しております。



・今下期のポイントについてご説明いたします。

・こちらの表は、強化育成分野の下期および通期の売上見通しです。

・ヨーグルトでは、ビヒダス、アロエといった主力商品群はもちろん、
　2層タイプのスイーツヨーグルトの新商品「ドゥブレ」、今年1月よ　
　りラインナップを追加し、ロイヤルユーザーを着実に増やしている　
　ギリシャヨーグルト「パルテノ」の拡売を図ります。

・チーズは、国産ナチュラルチーズの拡大に加えて、新商品のカレー　
　専用粉チーズ「ヴァッキーノロマーノ」を展開。

・チルドカップ飲料は、マウントレーニアのシェア拡大はもちろん、　
　リプトンでも売上を伸ばしてまいります。

・その他、本年5月より北海道の浦幌乳業の新製造棟が稼動し、お客さ　
　まに高い評価をいただいている業務用クリームにつきましては、こ　
　れから12月にかけ最需要期を迎えるところです。昨年の年末商戦で　
　若干苦戦した部分もございますので、巻き返したいと考えておりま　
　す。

・また、宅配チャネル商品の拡売にも注力します。主力商品のカルダ　
　スについては、数年ぶりにテレビCMを投入し販売活動を強化してお　
　ります。新規契約の獲得に努めます。

・市場拡大が続く医療食・介護食については、販売チャネルの拡大を　
　行い、上市している「やわらか亭」などの拡売に努めます。

・続きまして、機能性素材関連の取り組みについてご説明いたします。

・森永乳業の強みである健康機能性を活用した新商品も展開していま　
　す。当社では数千以上の菌株を保有していますが、その中でも特に　
　免疫活性が高い乳酸菌（モラック・ワン）を配合した宅配専用ヨー　
　グルトを10月から展開し、大変好評をいただいております。

・また、ラクトフェリン、ビフィズス菌、アロエといった当社が長年　
　研究を続けている機能性素材の更なる研究を進め、 新商品へと繋　　
　げてまいります。

・特に、今年で研究開始から50年を迎えたラクトフェリンにおいては、
　ノロウイルス感染性胃腸炎との関連性の研究が進んでおり、最新の　
　調査研究においては、1本あたり100mgのラクトフェリンを含有した　
　食品を継続的に摂取することで発症抑制できる可能性が示されまし　
　た。当内容に関するメディアセミナーの実施など、情報発信の強化　
　に努めております。

・ビフィズス菌と合わせ、当社商品への応用はもちろん、BtoBビジネ　
　スの拡大を続けてまいります。



・こちらは、ローコストオペレーションの取り組みをまとめたもので　
　す。

・まず、工場統廃合については、札幌工場、森永北陸乳業福井工場、　
　清水乳業の生産中止を進めました。今後も、市乳工場を中心に更な　
　る合理化に向けた検討を進めてまいります。

・原材料の調達方法の見直しなど、製造面でのコスト削減を進めます。

・販売促進費の効率化については、当初計画に上乗せする形で取り組　
　みを進めてまいります。また、利益率の高い商品の売上を伸ばすこ　
　とを進めます。

・4つ目の項目として、牛乳等の価格改定の浸透がございます。この　　
　10月より飲用向け乳価が4年半ぶりに上がりましたので、牛乳類の　　
　出荷価格を1～4％上げる対応を取りました。概ね値上げは浸透した　
　ものと考えておりますが、店頭価格の状況に注視してまいります。

・以上が下期のポイントとなります。

・続いて、中期的な話も含めた取り組みについてご紹介いたします。

・前回5月のこの場でお話した、当社の独自素材・独自技術を活かした　
　シニア向けの「アクティブライフ食品」について、来年度の上市を　
　目指し、現在開発を進めております。

・また、強化育成分野を中心とした事業の選択と集中も進め、特に拡　
　大市場への投資を積極的に進めます。

・ビフィズス菌末については、国内外の、特にBtoB事業において需要　
　が旺盛であります。来期の福井工場の稼動により、生産能力も倍増　
　する見込みです。

・その他、ミライについては、生産体制の見直しを含めた検討を進め　
　ます。

・さらに、今後の成長を見込んでおります機能性素材事業、国際事業　
　につきましては、チーズを生産する際に生まれる副産物で、栄養価　
　が高く付加価値のあるホエイを用いた加工品の製造・開発を行うホ　
　エイ研究室、海外向け栄養食品分野の研究を行う国際栄養食品研究　
　室など、人的資源の投入、研究組織の強化に取り組んでおります。



・海外事業の展開についてお話いたします。

・輸出事業については、これまであまりご説明してこなかったところ　
　ではございますが、徐々に市場を広げております。

・中国での旺旺とのヨーグルト、デザート等の提携事業につきまして　
　は、着実に推進してまいります。

・原料調達基盤の強化については、新たな調達先の検討を含め、引き　
　続き取り組んでまいります。

・最後になりますが、こちらは通期の経常利益ベースでの増減益要因　
　となり、14億円の経常増益を計画しています。

・原料乳価格の上昇は、チーズ向け乳価の改定分とあわせて、年間で　
　12億円のコスト増となる見込みです。これにつきましては、牛乳類　
　の出荷価格改定を行いました。そのプラス分は売上拡大の項目に含　
　んでおります。

・その他、原材料・エネルギー価格の上昇も大変大きな影響がござい　
　ますが、強化育成分野、利益額拡大分野を中心とした売上拡大およ　
　びプロダクトミックスの改善、ローコストオペレーション、販売促　
　進費の更なる効率化を進め、120億円の利益目標を達成すべく取り　　
　組んでまいります。




